
学校運営協議会議事録 

校名 大阪府立刀根山高等学校 

校長名 手 島  肇 

 

開催日時 令和４年５月２３日（月）１５時から１６時半 

開催場所 本校２Ｆ会議室 

出席者（委員） 岩槻会長、尾﨑副会長、仲委員、山本委員、宮下委員 

出席者（学校） 手島校長、川村教頭、松葉事務長、木原首席、越智首席 

傍聴者 ―――― 

協議資料 令和４年度学校経営計画及び評価案、各分掌の取り組み状況、 

令和３年度末進路状況、「地域課題グループワーク」について 

備考 土田委員（ＰＴＡ会長）は欠席 

 

議題等 

〇令和４年度の取組み計画と今後の予定・課題 

協議内容（意見の概要） 

・高校でも一人一台端末の態勢が整ったようだが、実際の運用はどのようになっている

か。中学校では、豊中市の予算で電波のある所ではどこでも繋がる端末を生徒に渡して

いるので、授業などの一斉配信ができやすい。毎日持ってくるように指導しており、充

電は各自が自宅ですることが習慣付いている。 

・高校に入って最初の段階で「高校とはこういうものだ」という話を徹底して行い、ギア

チェンジをさせて３年間を過ごさせてほしい。 

・高校での観点別学習評価は年次進行のようですが、中学校ではすべての学年で一斉に

スタートした。 

・１年生の交通マナー講習については是非続けて欲しい。近隣の方々も安全に過ごすこ

とができることが大事であるので、横断歩道を渡るように引き続きしっかりと指導し

て欲しい。 

・体育大会で応援披露をなくしたのは、生徒にとって楽しみが減ったのではないか。学校

行事は教育活動で重要なアクセントになるので、生徒の気持ちを受け止めて欲しい。 

・土日に限定した話だが、「部活着登校」は賛成である。学校名が入っている服を着てい

るので、「刀根山生」であることをかえって自覚するのではないか。 

・今年の体育大会が３年生の保護者しか見学できないのなら、当日の様子を見に来られ

ない保護者に提供する機会を検討して欲しい。費用や機器のことまた個人情報のこと

があるでしょうが・・・ 

・各学年で１時間ずつ学んでいる「探究」は、これからの社会を生き抜いていく若者にと

って大切な力をつける授業であると思う。２年生で地元豊中市の課題を探究するので

あれば、「刀根山地域」の歴史を次世代に継承するために、高齢者などから聞き取ると

いう取組みを是非試みて欲しい。 

・屋上につけた横断幕が見えにくかったので、地上のフェンスに付けるなどして在校生

が見やすい場所に移すよう検討してください。 


